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平成２０年４月２０日 第 ９ 号

編 集 市川を調べる会（会長 星一郎・委員長 木村隆一）

発 行 八戸市立市川公民館 （ 館長 氣 田 武 男 ）

「和野」地区の名前の由来
新和 鈴 木 國 男

〈１〉和野という地名 由来の調査は、当地区の名家鈴木市助氏の家系から入っていきました。氏の先祖は、推定ではあり

ますが江戸前期から中期のあたりに現在の上北町内にある上野地区から轟木町内の名家鈴木與兵衛氏の所に奉公人として

仕えたのが始まりだろうと言われております。その後、與兵衛氏から〈カマド〉として分家したそうです。

〈２〉上野を「ワノ」 当時、市助氏は上野〈ワノ〉の○○と名乗っていましたが、後に〈ワノ〉和野として現在の地名ができ

たと思われます。ちなみに、「上北町史」 の中にも上野地区はウワノのウを省いて〈ワノ〉と呼ばれていると記されています。

町内の人達に会って話をしましたが、〈ワノ〉と言っていました。また、岩手日報社発行の「岩手の語源・方言辞典」によります

と、「上野」と書いて「和野」と呼んでいる地区が、各所にあると書かれています。

〈３〉 和野の市助氏 鈴木市助氏の菩提寺は五戸町の専念寺です。ここで過去帳を拝見しましたら、最も古いものでは、

初代市助氏の母親が亡くなられた享保１７年（西暦１７３２年） 、今から約２７６年前の記録が残っていました。また、「和野」という

地名の記録が残っている資料である「青森県史南部１・盛岡藩領」 に依れば、「享和３年（西暦1803年）、和野６戸有り」と記載

されています。今から２０５年前のことになります。

〈４〉和野町内 和野町内は平成１８年に隣接する新田町内と合併して「新和町内」となりましたが、今後ますます旧町内の

先祖・先輩の「明るい先進性の気概」 の歴史を受け継ぎ、明日に向かって行きたいと思っています。

-35-

市
川
大
で
べ
そ
構
想

市
川
を
調
べ
る
会
会
長

星

一
郎

市
川
地
域
新
年
祝
賀
会
の
開
催
は
公
民
館
協
力
会
か
ら
地
域

連
合
町
内
会（
松
林
司
郎
会
長
）に
引
き
継
が
れ
、参
加
者
も
大
幅

に
増
加
し
た
。こ
れ
は
「
一
つ
の
市
川
」
が
息
吹
き
始
め
た
証
と
捉

え
、
、
間
を
置
か
ず
二
の
矢
「
拠
点
＝
臍
つ
く
り
」
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

臍
は
体
の
真
ん
中
に
あ
り
、市
川
の
そ
れ
は
「
陸
奥
市
川
駅
」で

あ
り
た
い
。
昭
和
十
九
年
に
「
轟
木
信
号
所
」
か
ら
駅
に
昇
格
し
て

軍
隊
・
進
駐
軍
と
共
に
歩
み
、か
つ
て
は
百
名
以
上
の
国
鉄
職
員
が

働
い
て
い
た
歴
史
的
に
見
て
も
価
値
の
あ
る
駅
で
あ
る
が
、
現
在

は
無
人
駅
で
あ
り
、冬
季
は
ト
イ
レ
禁
止
の
駅
な
の
で
あ
る
。

こ
の
駅
付
近
を
鳥
瞰
す
る
と
、こ
こ
は
正
に
交
通
の
要
所
で
あ

る
。
東
北
新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ
・
八
戸
自
動
車
道
東
北
自
動
車
道
へ
接
続

す
る
百
石
自
動
車
道
・
県
道
市
道
等
の
大
動
脈
が
あ
り
、こ
の
人
・

車
の
流
れ
を
取
り
込
ま
な
い
手
は
な
い
。

隣
の
下
田
駅
は
国
鉄
用
地
を
買
い
受
け
、
お
祭
り
広
場
と
無
料

駐
車
場
で
活
性
化
を
図
っ
た
の
に
対
し
、
我
が
陸
奥
市
川
駅
は
、

「
北
の
玄
関
と
し
て
北
八
戸
駅
に
改
名
し
、立
派
な
施
設
が
整
備
」
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さ
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
が
、
駅
前
は
民
間
分
譲
。
こ
の

差
は
な
ん
で
あ
る
の
か
知
り
た
い
。
二
十
五
万
都
市
か
ら
弾
き
出

さ
れ
た
「
出
べ
そ
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

幸
い
な
こ
と
に
、
駅
裏
は
今
な
ら
間
に
合
う
未
開
発
地
。
土
地

の
先
行
取
得
で
国
道
と
有
機
的
に
結
び
、い
つ
の
日
に
か
「
広
大

な
多
目
的
駅
前
広
場
・
憩
う
道
の
駅
・
我
ら
の
多
目
的
文
化
施
設
」

等
に
よ
り「
夢
の
大
で
べ
そ
」を
実
現
し
た
い
。

そ
の
第
一
歩
は
、
現
駅
に
ま
と
も
な
ト
イ
レ
を
作
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
松
林
司
郎
会
長
を
中
心
に
み
ん
な
で
ト
イ
レ
作
戦
を
進

め
よ
う
。
会
で
も
歴
史
的
検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
こ
の
「
出
べ
そ
・

陸
奥
市
川
駅
」
に
光
を
あ
て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。


